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16.  Abstract 

この調査では、ヘッドランプ配光の光出力全体を比例増加させた場合の効果を検討してい

る。基本となる配光は、市場売上に応じて重み付けされた米国におけるハロゲンすれ違い配光

の中央値。ここで導入されている 10 通りの配光パターンは、基本配光の各ポイントに 1.1 か

ら 2.0 までの 0.1 間隔の定数を掛けて得られたものである。そして、市場売上の重み付けをさ

れた米国での走行ビームの配光も比較のために使用。視認性の変化は、直線道路・カーブした

道路を対象に、路面から 0.25 m 上の平面における 3 lux ライン到達位置を計算して評価し

た。 

 結果は、直線道路における確実な視認性確保のためには、すれ違いビーム全体の光出力 50％

増加が必要とされることを示唆した。カーブにおいて横方向に確実な視認性を得るには、極め

て大きな光出力の増加を必要とするであろう。これらの結果は、静止した配光パターンのより

局部的な変更や AFS もふくめた他のすれ違いビームの視認性向上の可能性を比較検討する対象

として、先進した基準を与える。 
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